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地域で活動する人の学びを支援！
地 域 課 題 の 解 決 に 役 立 つ 研 修 費 用 を 補 助 し ま す

■ 制度の概要
①次のすべてに該当する市民活動団体
ア）非営利で公益を目的として活動を行っている団体又は公益活動を始めようとしている団体　
イ）団体の運営に関する規約、会則、定款その他の定めがある団体
ウ）3 人以上の者で構成される団体で、その構成員の２分の１以上の者が本市内に住所を有し、本
市内の事務所もしくは事業所に勤務し、または本市内の学校に在学している者である団体　

②講座で学んだことを生かし、市民公益活動団体の設立や市民公益活動に参加する者
今後の市民活動、地域課題の解決に向けた新たな活動展開が期待される研修または地域活動を先
導するリーダーとしての活躍が期待される研修で、市が認めるもの。
ただし次に掲げる研修は対象外。
①政治活動、宗教活動または営利活動に関する研修 
②利益追求を目的とした資格取得のための研修
③受講者個人のみが利益を受けることが想定され、所属する市民活動団体の活動への反映が直接
的に期待できない研修
④市から他に補助や助成を受けて受講する研修
①受講料およびテキスト代
②交通費および宿泊費などの旅費
①補助対象経費の３分の２以内の額で、１人当たり上限3万円
②同一の団体に対する補助は、研修ごとに２人までとし、かつ、１年度につき上限6万円
③同一の個人・団体に対する補助は、１年度につき１回限り
①事前に申請書を提出する必要あり。研修終了後30日以内に報告書を提出すること。
②補助を受けた団体および個人は、市が実施する市民参画手続きおよび市民協働に関する事業に
　積極的に参加するようにしてください。

補 助 対 象 者

補助対象研修

補助対象経費

補 助 金 の 額

そ の 他

　５月 1 日㈰～７日㈯は「憲法週間」です。本市でも次の
とおり関連行事を行います。
●人権ポスター展
日時　５月 1 日㈰～ 8 日㈰　午前８時 45 分～午後５時 15
分（市役所開庁時。日曜開庁含む）
場所　市役所１階市民ロビー  内容　憲法週間人権パネル展
●人権街頭啓発
日時　５月2日㈪　①午前８時　②午前10時30分　
場所　①泉大津駅前・北助松駅　②イズミヤ和泉府中店
●人権問題で困ったら人権擁護委員へ
　人権問題でお悩みの人はお気軽にご相談ください。相談
は無料で、秘密は厳守されます。本市には、法務大臣の委
嘱を受けた次の 6 人の人権擁護委員が、皆さんの悩みの相
談に応じています。
▷今井基樹（上之町）　▷小野寺美恵子（松之浜町）　▷竹
若富三郎（松之浜町）　▷馬場崎久治（我孫子）　▷濱田秋

一（助松町）　▷守安博美（二田町）　
相談日時　第２・３・４水曜日　午後１時～３時（ただし
12月は特設人権相談開設のため第２・３水曜日）　
場所　市民相談室（市役所１階）
●人権相談の窓口は毎日開設
　本市では人権擁護委員による相談以外に常に人権相談に
応じています。
開設時間　市役所開庁時
場所　人権市民協働課（市役所１階２番窓口）
●特設人権相談開設
相談日時　６月８日㈬　午前の部 10 時～正午、午後の部
１時～５時
相談場所　市民相談室（市役所１階）
相談内容　いじめ・虐待・ＤＶ（配偶者や恋人からの暴力）・
セクハラ・差別・近隣問題など。なお、相談は無料で秘密
は厳守されます。

「人権」について考えてみましょう５月３日は
憲法記念日
◎「人権ポスター展」開催  　◎人権問題の悩みは人権擁護委員へ　  ◎６月８日特設人権相談

　地域で活躍する人材を育成することを目的とした研
修に参加する人を支援するため、市がその費用の一部
を補助します。

申込･問合　申請書（市役所１階人権市民協働課で配布
市ホームページからダウンロードも可）を人権市民協
働課に直接提出（郵送不可）

めざす姿：市民が主体に活躍できるまち

めざす姿：思いやりを持ち人権が尊重されるまち7 広報いずみおおつ　平成28年5月号

めざす姿：市民とともにつくる災害に強い安全なまち

セーフコミュニティいずみおおつ

　夜道が危険という重点課題から、市内 2 地区をモ
デル地区に設定し、委員が夜にその地区の暗い個所
を調べる暗がり調査を行いました。今、暗い場所で
も、各家庭の門灯をつけてもらうことで、夜道が明
るくなり、犯罪を抑制することができるのではとの
思いから、一戸一灯運動を進めることとし、ステッ
カーを作成しました。モデル地区を対象に配布し、
一戸一灯運動への参加をよびかけます。

セーフコミュニティいずみおおつ
本市は国際認証制度であるセーフコミュニティ認証の取得を目指しています。連 載

第

回
22

犯罪を未然に防ぐ取組み

犯罪防止対策委員会

※取組内容は変わることがあります。

　「いずみおおつセーフコミュニティ」では、今年の夏に予定している認証審査に向けて取組みを進めている
ところです。3月号の「自殺予防対策委員会」に続き、今月号では「犯罪防止対策委員会」を取り上げます。

犯罪防止の課題
「防犯活動に取り組んでいる人が少ない」「夜道が危険」
「自転車盗などの街頭犯罪が多い」

課題解決のための
具体的な取組み

①一戸一灯運動
②安まちメールの登録促進
③自転車の施錠促進

① ②

③

一戸一灯運動ステッカーを
作成しました

　地域でどのような犯罪が起きているかを知るこ
とで、被害に遭わないための行動を起こすことが
できます。できることから防犯活動に取り組んで
もらうために、対策委員会としても、大阪府警が
提供する「安まちメール」の登録を促進します。

安まちメールの登録促進

　自転車盗などの街頭犯罪が多いことに対
し、泉大津警察署管内防犯協議会が自転車
の施錠促進ステッカーを作成しています。
対策委員会ではこれを配布して、自転車に
貼ることで、自転車の施錠を促進し、被害
を抑制していきます。
　自分の自転車を守ることができるのは自
分だけ！

自転車の施錠促進

安まちメールとは…ひったくりや、子どもに対する声かけ事案などの『犯罪

発生情報』と『防犯対策情報』を警察署から電子メールでリアルタイムにお

知らせする情報提供サービスです。泉大津市の登録者数：4,484 人（平成 28

年 1月末現在）

一戸一灯運動ステッカー

←安まちメールへ登録しよう

←
自
転
車
施
錠
促
進
ス
テ
ッ
カ
ー

6



H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（億円）

H22～26 は決算、H27 は決
算見込み、H28 は当初予算

（年度）

80

0

80
90

70
60
50
40
30
20
10

70
60
50
40
30
20
10（

次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　地方自治体の歳出を分類する方法には、経済的性質に分類した「性質別
経費」と、行政目的に分類した「目的別経費」があり、それぞれ以下のグ
ラフのとおりとなっています。
　地方自治体の経費を性質別にみると、「義務的経費」・「投資的経費」・「そ
の他の経費」に分類することができます。「義務的経費」とは支出が義務付
けられており、任意に節減することのできない経費（人件費・扶助費・公債費）
で、「投資的経費」とは学校や道路などの建設・整備に要する経費です。そ
して、歳出全体から「義務的経費」及び「投資的経費」を除いた経費を「そ
の他の経費」としています。
■ 性質別内訳
【義務的経費】
　義務的経費は、前年度と比較して0.4％減の 157億 6,923万円（6,185
万円の減）、歳出全体の 57.6％としました。扶助費については、生活保護
費のほか、高齢者、児童、障がい者などに対する社会保障関係費として
3.9％増の 85 億 5,759 万円（3 億 2,421 万円の増）と見込む一方、人件
費は 8.3％減の 40 億 8,379 万円（3 億 6,879 万円の減）、市債の償還に
係る公債費については、0.5％減の 31 億 2,786 万円（1,727 万円の減）
と見込み、主な減の要因となりました。なお、直近５年間の扶助費の推移
については下のグラフをご参照ください。
【投資的経費】
　投資的経費は、前年度と比較して 17.7％減の 17 億 1,850 万円（3 億
7,036 万円の減）、歳出全体の 6.3％としました。これは、体育館施設整備
事業 3 億 7,500 万円、自転車駐車場整備事業 1 億 3,556 万円が増となる
一方、南海本線連続立体交差事業費を 5 億 9,954 万円（2 億 1,175 万円
の減）、旭小学校増改築事業費を 2億 6,387 万円（1億 9,346 万円の減）、
小中学校施設整備事業の減などを見込んだことによるものです。
【その他の経費】
　その他の経費は、前年度と比較して 0.7％減の 99 億 423 万円（6,843
万円の減）、歳出全体の 36.1％としました。これは、国民健康保険事業特
別会計繰出金が１億 3,203 万円の増となったものの、泉北環境整備施設組
合負担金（清掃分）を 5億 2,135 万円（1億 9,159 万円の減）、下水道事
業特別会計繰出金を 14 億 5,184 万円（9,816 万円の減）などを見込んだ
ことによるものです。

■ 歳出の概要

273億
9,196万円

▷扶助費
85億 5,759 万円
（31.2％）

歳出
▷人件費
40億 8,379 万円
（14.9％）▷公債費

31億 2,786 万円
（11.4％）▷投資的経費

17億 1,850 万円
（6.3％）

▷繰出金
43億 5,767 万円
（15.9％）

…投資的経費
…義務的経費

…その他の経費

▷物件費
29億 9,836 万円
（11.0％）

▷補助費等
21億 4,036 万円
（7.8％）

▷積立金
2億 6,233 万円
（1.0％） ▷維持補修費、予備費、

貸付金　1億 4,550 万円
（0.5％）

歳 出 使 い み ち の「性 質」別 内 訳 グ ラ フ

■ 扶助費の推移

68.6
億
円

73.1
億
円

73.1
億
円

75.1
億
円

80.1
億
円

85.6
億
円

82.0
億
円

273億
9,196万円

①民生費
125 億 2,930 万円
（45.7％）

②公債費
30億 8,508 万円
（11.3％）

③土木費
30億 8,072 万円
（11.3％）

④衛生費
26億 7,795 万円
（9.8％）

⑤教育費
23億 4,156 万円
（8.5％）

⑥総務費
21億 4,246 万円
（7.8％）

歳出

歳 出 使 い み ち の「目 的」別 内 訳 グ ラ フ
⑦その他
15億 3,489 万円
（5.6％）

歳 出 市 民 一 人 あ た り の 予 算
平成 28年度の歳出予算額を、市民１人あたりに置き直すと…

①民生費（高齢者や障がい者、児童の福祉に）
②公債費（借入金の返済に）
③土木費（道路・河川・公園整備に）
④衛生費（ごみ処理や病気予防に）
⑤教育費（学校、公民館、生涯学習に）
⑥総務費（窓口業務や税金徴収に）
⑦その他（消防活動、防災、議会運営、商工、
農林水産業に）

16万 5,116円
４万　656円
4万    599円
３万5,291円
3万　858円
２万8,234円
２万　227円

●市民一人あたりの歳出額…36万981円（4,929円の減）
(7,589円の増）
(42円の減）

（5,387円の減）
(1,240円の減）
(2,639円の減）
（1,308円の減）
（1,902円の減）

平成 28年度の歳入における市税予算額を市民１人あたりに置き直すと…
※平成 28年１月１日現在　住民登録人口７万 5,882 人で計算

※平成 28年１月１日現在　住民登録人口７万 5,882 人で計算

●市民一人あたりの市税負担額… 14 万 6,701 円

9 広報いずみおおつ　平成28年5月号

平成 28 年度  泉大津市予算
一般会計は前年度比 1.8％減の 273 億 9,196 万円

一般会計
特別会計
企業会計
計

273億9,196万円
216億3,465万円
91億 8,127万円
582億 788万円

平成 28 年度（Ａ）会 計 名 平成 27 年度（Ｂ） 増減額（Aー B）
278億 9,261万円
212億7,239万円
93億 5,659万円
585億 2,159万円

▲5億64万円
3億 6,226万円
1億7,533万円
3億1,371万円

1.8％
1.7％
1.9％
0.5％

▲
▲

▲
▲

増 減 率

歳入は、市税や使用料・手数料など地方自治体の権限で収入できる
財源「自主財源」と、地方交付税や国府支出金など国や府の意思決
定に基づき交付される財源「依存財源」に分けることができます。
【自主財源】
　自主財源は、前年度と比較して 2.0％増の 125 億 8,374 万円（2
億4,496万円の増）、歳入全体の45.9％と見込みました。このうち、
自主財源の柱である市税は、固定資産税（償却資産）の増収を見込み、
0.9％増の111億3,200万円（9,782万円の増）としました。
　また、税外収入については、前年度と比較して 11.3％増の 14 億
5,174 万円（1 億 4,714 万円の増）としました。このうち、市民の
皆さまにご負担いただいている一般家庭ごみ収集手数料は 8,325 万
円を見込んでいます。
【依存財源】
　依存財源は、前年度と比較して 4.8％減の 148 億 822 万円（7
億 4,560 万円の減）、歳入全体の 54.1％と見込みました。この主な
減の要因としては、南海本線連続立体交差事業、旭小学校増改築事
業などの投資的経費の財源として発行する市債や退職手当債の減、
地方交付税を34億 7,200万円（2億 6,300万円の減）と見込んだ
ことによるものです。地方消費税交付金は 13 億 8,700 万円（1 億
3,700万円の増）と見込み、このうち、５億7,100万円（5,600万
円の増）は社会保障財源交付金として、障がい福祉事業などの社会
保障関連経費に充てられます。

■ 歳入の概要

■ 平成 28年度 当初予算

■ 一般会計の市債と基金の残高見込み
　（平成28年２月現在）

273億
9,196万円

▷市税
111 億 3,200 万円
（40.6％）

歳入

▷税外収入（※）
14億 5,174 万円
（5.3％）

※税外収入…諸収入、使用料及び手数料、繰越金、分担
金及び負担金、財産収入、繰入金、寄附金

▷国庫支出金
54億 2,965 万円
（19.8％）

…自主財源

（　）内…予算に占める割合

▷地方交付税
34億 7,200 万円
（12.7％）

▷市債
19億 2,600 万円
（7.0％）

▷府支出金
22億 3,997 万円
（8.2％）

▷譲与税･交付金
17 億 4,060 万円
（6.4％）

…依存財源

※表示単位未満を四捨五入している関係で、計が一致しないことがあります

【平成 28年度予算の内容】
一般会計をはじめとする平成 28 年度当初予算が３月議会で可決されましたので、その概要をお知ら
せします。
一般会計、特別会計、企業会計の全会計における総額は、前年度比 0.5％減の 582 億 788 万円、う
ち一般会計は前年度比 1.8％減の 273億 9,196 万円となっています。　　
一般会計において、前年度比５億 64 万円の減となっているのは、南海本線連続立体交差事業や旭小
学校増改築事業などの投資的経費の減額や、退職手当をはじめとする人件費の減が主な要因です。

市債残高
基金残高

294億 7,795万円
9,633万円24億

▲

めざす姿：柔軟で健全な行財政運営
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11 広報いずみおおつ　平成28年5月号

※申請前に工事着手された場合は、助成の対象とはなりません。ご注意下さい。

258万円 (▲3万円 )

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

収 入 支 出

おづみんの家計簿
28 年度の本市一般会計当初予算を、家計簿におきかえてみると…？

おづみんの「収入」

おづみんの家計簿の円グラフ

おづみんのローンと貯金（平成 28年２月現在）
※（　）内は前年度比

※（　）内は前年度比

歳 入 おづみんの「支出」歳 出

収 入 の 内 容 収 入 額 支 出 の 内 容 支 出 額
会社からの給料
パート・家賃収入

不動産収入
銀行などからの借入金
貯金の取崩し
前年度からの繰越
1年間の収入合計

実家からの援助

223万円 (   ２万円 )
11万円 (±0)

9万円 (▲1万円 )
39万円 (▲11万円 )
9万円 (＋4万円 )
200円 (±０)

549万 200円 (▲9万円 )

ローン
貯金（現金）

590万円（＋22万円）
50万円（▲2万円）

食費
光熱水費
医療費・介護費用など
ローンの返済
家・車の修理代など
会費・お祝い金など
子どもへの仕送り
家の増改築・
車の購入代など
友人へ貸したお金
貯金
1年間の支出合計

82万円 (▲7万円 )
60万円 (+1万円 )
171万円 (+9万円 )

63万円 (±０)
3万円 (＋1万円 )
44万円 (　6万円 )
87万円 (＋1万円 )

200(±０)
５万円 (±０)

549万 200円 (▲9万円 )

34万円（▲8万円）

▷会社からの給料
　40.6％

▷食費
　14.9%

▷医療費･介護費用など
　31.1%

▷ローンの返済
　11.5％

▷子どもへの仕送り
　15.8％

▷光熱水費 11.0％

▷その他
　15.7％▷実家からの援助

　47.0％

▷その他
　12.4％

ここでは、泉大津市の平成 28 年度の予算を「おづみんの家計簿」に置き換えてい
ます。イメージがつきやすいように 5,000 分の１に縮小してみました。家計簿なの
で単純に比べられないところもあります。あくまでも参考としてご覧ください。

助成対象者　市内に住宅を所有し、居住していること（住宅の所有者が市税を滞納し
ていないこと）
助成対象住宅　適法に建築されて 5 年を経過し、これからリフォーム工事を実施する
住宅（建築確認済証が必要）
助成対象工事　費用が 20 万円（税抜）以上の住宅リフォーム工事で、交付決定前に
工事着手していないこと
助成金額　工事費用の 10 分の１に相当する額（上限 10 万円）、耐震改修工事と併用
する場合は費用の10分の２に相当する額（上限20万円） 
　この助成制度は、同一助成対象者または同一助成対象住宅について1回限り。詳しくは市のホームペー
ジ掲載の「泉大津市定住促進住宅リフォーム助成金交付要綱」をご覧ください。
　なお、助成金の交付を希望される対象者は、必ず事前にまちづくり政策課へ相談を行ってください。
問合　まちづくり政策課（市役所２階23番窓口）

住宅リフォーム工事費用の一部を助成します

めざす姿：住みやすさと優しさを次世代へと引継ぐまち 10
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世界に一つだけのマフラー暖かいよ♪

 1 2 3 4 5 6 7
　8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 　27  28
  29   30  31

保育所じまん !
戎 保 育 所第11回

連 載

ぼくの！ わたしの！

一人ひとりの育ちを大切にしながら
子どもの成長発達を育んでいます

どの子もお砂場大好き！！砂の感触楽しんでいます。

▷園児数 32 人（平成 28 年 4月現在）
▷高津町 3-19  （☎21・1471）

　戎保育所は昭和 46 年開設の保育所です。平成 25 年度か
らは0～ 2歳児の低年齢児保育所として新たにスタートしま
した。日当たりの良い園庭には 0、1、2 歳児の、どの部屋
からもすぐに外に出る事ができ、お天気の良い日は子ども達
の大好きな外遊びを楽しんでいます。
♪地域の人々との交流を楽しんでいます。
　地域の人々との誕生会・七夕会・クリスマス会など年間 5
～ 6 回ふれ合い、交流を行っています。また、2 歳児から次
の 3 歳児へとスムーズにつなげていくために、近隣の保育所
や幼稚園との交流も大切にしています。3 歳児進級時には必
ず、他園に継続できます。
♪０～2歳児まで食育活動に取り組んでいます。
　食育活動も 2 歳児は保育者と一緒に野菜の栽培活動をする
中で野菜の生長を喜び、1 歳児はカレーパーティのときに野
菜を洗ったり、0 歳児は収穫した野菜をさわったりして食へ
の興味や意欲を育てています。
♪子育ての悩み、一緒に考えましょう。
　戎保育所は、0、1、2 歳の低年齢の専門性に特化した保育
所です。子育て期の悩みや成長についても看護師、保育士が
じっくりと聞かせて頂けます。職員みんなで一人ひとりの育
ちを大切にしながら子どもの成長発達を育んでいます。

戎保育所データ

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

５
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● ラヴレターズ（文藝春秋 編）
　あれほど完璧に幸せだった恋は、後にも先にも
ないかもしれません。作家、女優、画家、音楽家、
タレント、映画監督など 26 人の著名人が、恋を
綴る。
●絵巻で見る・読む徒然草（海北　友雪　絵 )
　江戸時代初期の絵師・海北友雪が描いた「徒然
草絵巻」と、絵巻に対応する段の原文、現代感覚
あふれる「超訳」を収録。絵巻の美しさだけでなく、
徒然草の内容そのものも楽しめる。
● 伊能忠敬　～歩いてつくった日本地図～　（高
学年）　（国松　俊英　著）
　地球一周以上歩いて測量をし、「大日本沿海輿
地全図」をつくった伊能忠敬はどんな人だったの
か。測量の旅は、どんな内容のものだったのか。
伊能忠敬の人となり、10 回にわたる測量の旅、

地図づくりのやり方などを紹介する。
●ねこ探 !　地獄のさたもねこ次第の巻　（中学
年）（村上　しいこ　作）
　「ねこたま探偵団」…略して「ねこ探」! ねこと
人間が、やいのやいのやりあいながら、商店街の
平和をめざします。近ごろ、メンバーのひとり、
人間の銀ちゃんがなにやらあやしい動きをしてい
て…。もしかして、裏切り !?
●うめじいのたんじょうび（かがくい　ひろし　作）
　今日はうめじいのたんじょうび。ところで、う
めじいっていったい、いくつなんだろう ? たくあ
んや、あさづけきゅうりなど仲間たちがうめじい
のたんじょうびを祝う、ゆかいな絵本。
●やだやだベティ（S・アントニー　作・絵）
　バナナをみつけたベティ。でもね、バナナの皮
がむけないみたい。手でもだめ。歯でもだめ。足
でもだめ。「あーん ! あーん ! やだ ! やだ !」ベティ
は大騒ぎ。そしてやっと…。

● 映画会
〔日時〕6 月 4 日㈯　午後 2 時
～（68 分）「15 少年漂流記　～
瞳のなかの少年～」　　
● おはなし会
〔日時〕5 月 21 日㈯　毎月第 3
土曜日の午後 3 時～
● 赤ちゃんのためのおはなし
会
〔日時〕6 月 2 日㈭　午前 11
時～( 約 30 分 )　毎月第 1 木
曜日の午前 11 時～

新しく入った本New Books イベント情報Events

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

みんなで育てたおおきな
おいも、ふかしいもでい
ただきました。

地域の人々にこいのぼり
をプレゼントしました。
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公的年金からの市府民税の特別徴収制度について

その１ 市府民税の仮特別徴収税額（4 月・6 月・8 月徴収分）の算出方法が見直されます　

その２　転出や年度途中に税額変更があった場合でも、継続して特別徴収されます（平成 28 年 10 月 1 日～）

■公的年金からの特別徴収税額の計算方法（年金特徴継続者 )

　年間の徴収税額の平準化を図るため、仮特別徴収税額を「前年度分の公的年金等に係る年税額の２分の１に相当す
る額とする」こととされました。これにより、これまで一度仮徴収額と本徴収額に差が生じると、その差が解消しなかっ
たものが、徐々に解消されるようになります。なお、適用時期につきましては、平成 28 年 10 月 1 日以降に実施す
る特別徴収からの実施予定です。
※本改正については、仮特別徴収税額の算出の見直しを行うものであり、新たな税の負担が発生するものではありません。

　現行制度では賦課期日（１月１日）後の泉大津市外への転出や、公的年金からの特別徴収税額に変更のあった
場合、公的年金からの特別徴収は停止（中止）され、普通徴収（納付書でお納めいただく方法）に切り替わって
いましたが、一定の要件の下、公的年金からの特別徴収が継続されることとなります。
【現行】特別徴収対象年金所得者が市町村の区域外に転出した場合、市町村は年金保険者に通知し、特別徴収を停止
【改正後】特別徴収対象年金所得者が市町村の区域外に転出した場合においても転出した日の属する年度中の特別
徴収を継続（翌年度以降の取り扱い） 【問合】税務課（市役所１階 5 番窓口）

4 月　　　　6 月　　　　8 月　　　　10 月　　　12 月　　翌年 2 月継続者

現　行

改　正
　

前年度分の本徴収額÷３

（前年度分の年税額÷2）÷３

（年税額ー仮徴収税額）÷３

（年税額ー仮徴収税額）÷３

■特別徴収税額の算定例

仮徴収額　    　　　本徴収額　      　 仮徴収額　            本徴収額　　　年　度　　 年税額

60,000円

36,000円

57,000円

63,000円

Ｈ27

H28

H29

H30

10,000円

10,000円

2,000円

17,000円

10,000円

2,000円

17,000円

4,000円

10,000円

2,000円

13,000円

11,500円

10,000円

10,000円

6,000円

9,500円

（4,6,8 月）　　　　（10,12,2 月）　      （4,6,8 月）　       （10,12,2 月）　　　

■平成28年度の納付額はどのようになるの？

    「仮特別徴収」とは、平成 28 年 2 月分の公的年金から特別徴収された税額と同じ額を、平成 28 年度の税額が決定するま
での間「仮特別徴収税額」として 4 月・6 月・8 月の公的年金から天引きし、税額の決定時に、納付済み（予定）の税額と
して差し引く制度です。
　

■「仮特別徴収」とはどんな制度？

　平成 28 年度の市・府民税は、仮特別徴収税額は納付済み
として取り扱いますので、その残りの税額を 10 月・12 月・
2月分の特別徴収税額として通知します。なお、平成 27年度
中に公的年金からの天引き（特別徴収）が中止されている人
は、平成 28 年度に支給される公的年金から市・府民税の仮
特別徴収はされません。この場合、平成 28 年度の市・府民
税については、年の前半は普通徴収（納付書での納付）、後
半は特別徴収という納め方となりますので、ご了承ください。

「仮特別徴収税額」は平成 28 年 2 月分の公的年金から天
引きした税額と同じ額です。なお、平成 27 年 6 月に送付
いたしました「平成 27 年度　市民税・府民税　納税通知
書」の表紙に、あらかじめ平成 28 年 4 月、6 月、8 月の
仮特別徴収税額を記載してご通知していますので、ご確
認ください。

■「仮特別徴収税額」は具体的にいくらなの？

公的年金からの市府民税の特別徴収制度が変わります

差
が
大
き
い
ま
ま

差
が
徐
々
に
解
消

仮徴収　　　　　　　　　　　　　　本徴収

平準化
されます

          現行　　　　　　　　　　          改正後
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